
45

年

良好

普通

やや不良

不良

良好

普通

やや不評

不評

良好

普通

やや不良

不良無

盛況

普通

漸衰

衰微

　年　月

堅実

普通

 やや放漫

放漫

優れる

普通

やや劣る

劣る

余裕有

短期借入金

その他

買掛金

受取手形のうち不渡手形12,000千円あり。貸付金10,000千円は回
収不能。役員等借入金は弁済を受ける意思がないことを確認し自
己資本化。

高収益

【後継者 有 （有の場合：氏名・関係）】

その他

   計

機械・車両

土   地

投   資

   計

元入金

㎡

共同乾燥施設の利用

②個人債務額

千円

現金・預金

【組合による転貸資金の場合は、別途転貸資金明細書（様式保第１号の１）を作成し添付して下さい。】

(記載例の１)　〇年度より始めた○○の取組が奏功し業況改善中であり、４年後には繰越欠損金解消の見込み。
(記載例の２)　〇年度より○○を柱とする経営改善策に取り組み始め、直近期決算は、製品値上げとコスト削減等に取り組ん
だ結果、減収増益。債務超過解消にはなお長期を要するが、現状、経営改善策は順調に進捗。

　年　月

(減価償却)

当期利益

（支払利息）

営業利益

売上利益

売上原価

売　　　上

～

0 千円

345,000 千円

千円

千円

千円

千円

その他

棚卸品

その他

   計

建   物

受取手形

売掛金

普　通

やや多忙

良　好

普　通

やや不良

【個人(白色申告)の場合の貸借・損益状況】（　　　　　年　　　　月　　　　日現在　）

台

支払手形

15,000

％70

20 ％

長期借入金

KW

有

普通

 やや無

将来性 業況

建築材

販売先仕入先

％100

30 ％

千円

1,000

）その他（ 住宅機器

m3 m3

　乾燥材

令和５年１月31日現在

①時価合計額

杉、トドマツ

　生 　材

70

30

【事業の現況、将来の見通し等】

m310,000 5,000

業況　①製材80％、建築15％、その他５％
　　　　②本業界厳しい状況の中、経費削減に勤め、乾燥への取組に積極的。
将来　当社製品の評価高く、販売先は安定しており、先行き懸念ないものと思料。

％

％

素材生産用高性能機械

300,000

30,000

従業員数 名25

昭和47年　北海道木材大学卒
昭和47～52年　北海道製材（株）勤務
昭和52年　農林製材（株）設立、代取就任
平成10年～　北海道製材(協)理事就任

北海道大地（代取長男）

【役員の状況（役名・氏名・関係）】
代取：北海道一郎、取締役：北海道大地（代取長男）、取締役：札幌二郎

【企業の沿革（代表者の経歴等の概要（生年月日） 昭和 25 年 月12 1 日）】

一流

二流

三流

（兼業 ）

製材業

建築業

常勤

貸 付 先 氏 名 （ 名 称 ）

住 所

事 業 所 所 在 地

設 立 （ 創 業 ） 年 月 日

電話番号

（ ）

－ －０１１ １１１ ０００１

主業種

個人の場合は、屋号があれば記入して下さい。

業
種

名臨時 5

丙市

　
　
　
財
　
　
　
務
　
　
　
概
　
　
　
要

（金額単位：千円）

所在地 品目

乙市

甲木材市場

（株）A社

その他

甲市

【主　要　販　売　先】

名　称 所在地

30 ％

20 ％

（別途融資機関作成様式でも結構です。）

100

構成比

〃

北洋材

％

50 ％

20 ％

20 ％

10 ％

トドマツ

20 ％

％

経　験
年　数

主　要　製　品　取　扱　品　目

合　　　　計

最近１ヵ年の原木消費量・素材生産量・木材取扱量

北洋材

名　称

【主　要　仕　入　先】

経営振

C木材（株）

B町

C町

D工務店 D町

手腕

乙森林管理署

合　計

世評

構成比

B林業（株）

品目

企
業
の
沿
革
・
経
歴

所有資産

申込人及び代表者個人が所有のみ記載

主要設備の種類

国　産　材 外　　　　材

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

　【設備（種類、工場総馬力数等）及び主要仕入販売先の状況】

当地同
業者間
の地位

自社所有の乾燥機乾燥への取組

10

帯鋸盤
ツインバンドソー

その他　　　　　　

敷地面積　　　　　

工場面積　　　　　

事務所面積　　　 

10,000

6,000 ％

③＝①－②

〃

㎡

1,000 ㎡

倉庫500 ㎡

〃

合　計

その他

10,000

5,000

345,000

台) ・ 無

・有  無

有り(所有 2

工場馬力数

時価評価額

※
損益計算書について、
税務(青色)申告書があ
る場合は添付して頂け
れば、記入しなくても結
構です。

経理処理資金繰収益性

売　　　上 千円300,000

月　　　商

当期利益

減価償却

25,000 千円

5,000 千円

20,000

△

　【財務内容】

決算書中の大きく変動した項目の説明、融資機関で決算修正など
を行っている場合に不良資産や含み損益等を記入してください。
特に、自己資本化してみている場合は、※欄に必ずわかるように
記入してください。           (金額単位:千円)

千円12,000

千円

10,000 千円

欠　損 多　忙 不　良

普　通

低収益

＋

＋

【上記理由　(別途、融資機関資料を添付していただいても結構です。)】 ※欄　左上表のうち、自己資本化

千円

千円

項
目

金
額

千円・

していない

項
目
役員等借
入金

金
額

50,000 千円

している

   計

千円

千円

千円

千円

千円

千円

   計△

△

±

50,000

令和 1

役員等受取手形
借入金

売掛金 △

貸付金等

△

減価償却

保証人
資産

合   計

剰余金

当期利益

合   計

【欠損を有している場合等の具体的財務改善の取組　（経営改善計画書等を作成している場合は添付してください。）】

調　査　意　見　書

（様式保第２号の１）

その他

簿外資産

・債務±

±

± 土地

棚卸品

投資等

(直近試算表の数字を記入下さい)

未実施額

日 調 融資機関名 A銀行B支店 担当者名 融資　太郎5 年 4 月

千円)10 月 1 日 (資本金（元入金） 15,000

〒 001 － 0001

北海道甲市乙区丙１丁目１番１号

昭和 52 年

農林製材株式会社　代表取締役社長　北海道一郎



無

無

5,00050,000 88,000

　【最近の融資機関との取引状況】

　当行（金庫・組合・協連） 70,000

長　期
借入金

短　期
借入金

流動性
預　 金

計
当   座
貸   越

支   払
承   諾 評価額極度額

根抵当権等

15,000 68,000135,000

借　　　入　　　先

10,000

( )( ) ( 30,000 )( 10,000 ) ( 20,000 ) ( )

  【県森連臨時資金欄】　予定額　金 千円

( ) ( ) ( ) ( )(

5,000

　（うち基金付）

　（うち保証協会付）

81,000

日令和 年 月円円 令和 日月年

7,000 千円 33,000 千円 40,000 千円

（ 現在）令 和 年 月 日

1,000

100

3,000 千円

千円 30,000 千円 30,000 千円

23,000

1,100

112,10085,000

30,000 30,000 ) ( )10,000

総
　
　
合
　
　
意
　
　
見

（記載例の１）今後１年間の原木仕入れ資金としての申込み。
（記載例の２）諸経費支払いの運転資金。申込金額は直近決算における月商２ヶ月程度であり妥当。

(記載例の１)
当社のR5/3期決算は、売上伸びず減収減益。当社は知名度、技術力ともに高く、受注も安定しており、中規模ではあるが、現
在の水準にて業績安定推移の見通し。今後は、乾燥材への取組を重視しており、安定した事業継続が見込まれる。メイン行
として支援・育成していく先であり、既存取引振り良好につき回収に何ら懸念ない。

(記載例の２)
当社の足元業況は、〇〇時点の試算表では売上高〇〇千円（前期比〇〇千円）、期間利益〇〇千円（前期比〇〇千円）。製
材価格の市況下落傾向もあるが、仕入れ価格値引き交渉及び販路見直しにより収益改善に取り組んでいるところ。債務超過
解消は〇年頃を見込んでおり、〇年〇月策定の経営改善計画に基づき他行と協調して支援しているところであり、当行もメイ
ン行として引き続き支援する。

計
固定性
預　 金

当行（金庫・組合・協連）の与信総枠　　　　　　　　　千円千円150,000昭和 52 年 10 月

4

月

1

日

現
在

千円 千円

手   形
割   引

千円

（令和５年４月１日現在）（金額単位：千円）

3,000 根70,000

(

( ) (

) ( )

)

15,0007,000

1,000

　他行（金庫・組合・協連）

　他行（金庫・組合・協連）

10,000 5,000 35,000

( )

20,000( )B銀行

( C信用金庫 )

1,000

　　　　　　根

5,000

176,000

1,000

5,0005,00010,000合　　　　　　　計 75,000

　その他計

5,000

保　証　番　号 貸　付　元　本　極　度　額

貸付残高 保証番号

主力融資機関 当行

68,00023,0004,100

根　保　証　期　間

千円2,000 2,000

残
　
高
　
状
　
況

　【条件緩和債権の有無、有る場合はその内容】

　【延滞の有無、有る場合はその内容】

根　保　証　貸　付　残　高

　【根保証の場合（但し、更新の場合に記入して下さい。）】

最　終　弁　済　期　日

基
金
保
証
付
貸
付

千円 3,000 千円

千円 千円 5,000

取　引　開　始　年　月

計

　３　他の融資機関の貸付資金

　４　基金の保証に係る当店の貸付資金

　【連帯保証人】

　　連帯保証人（資産の種類、数量、金額等）については、別途保証人調査書（様式保第２号の２）を作成し、添付して下さい。

　【普通保証の場合（貸付対象事業資金調達方法）】

資

産

調

達

方

法

所　　　　　要　　　　　資　　　　　金 調　達　済　金　額 今後調達予定金額 計

貸付残高

　　　　  財務概要の個人の場合の貸借・損益状況欄に記入して下さい。

　【取引の経緯】 （金額単位：千円）

　【本件貸付金の資金使途及び必要理由】

資
　
金
　
調
　
達
　
計
　
画
　
等

当社設立と同時に取引開始。以降メイン行として継続。

（注）

504普
5000

24,500

　１　全ての項目について必ず記入して下さい。なお、各項目区分のうちで該当するものはチェックを入力して下さい。

　２　添付書類（同一事業年度内で2回以上ご利用がある場合は初回だけ添付していただければ結構です。）
　　(1)　最近時点の決算書（税務署の受付印のあるもので、科目明細書を含む。）の写。

　１　自己資金

　２　当店の貸付資金

　　(2)　その他、事業計画書及び経営改善計画書等融資機関が必要と認めて徴収した書類の写。
　　(3)　個人業者で貸借対照表及び損益計算書が未作成の場合は、融資機関において聞取調査等により本調査意見書の

保証番号

（現在の根保証） 満　　　 了 　　　日

　３　前回のご提出以降に変化がないか、決算期ごとに確認して更新して下さい。（主要仕入先・主要販売先の顔ぶれや
　　　構成比など）

　【融資機関所見】 （被保証者に対する評価（事業や決算など）及び今後の対応方針がわかる資料があれば、その提出で可。）



1 　最近3年間の事業量・従業員数の推移、在庫の状況

年

m³ m³ m³

m³ m³ m³

人 人 人

年

13,000 m³ 14,000 m³ m³

8,700 m³ 9,300 m³ m³ その他 ( )

m³ m³ m³

8,450 m³ 9,100 m³ m³

m³ m³ m³

28 人 28 人 人

年

t t t

人 人 人

年

坪 坪 坪

m³ m³ m³

人 人 人

年

千円 千円 千円

年

※　数字はなるべく正確に記入してください。

※　種苗生産、造林・育林、きのこ生産、薪炭生産等については、最下段の表を使用し、該当業種に○を付して記入してください。

※　兼業している業種がある場合、特記事項欄などに取扱高、業種別従業員等を記入ください。

薪　炭（ｋｇ）
人 人 人

種　苗（万本）
生産量・取扱量

造林・育林（ｈa)

きのこ（ｋg）
現場従業員数

万本 万本 万本

前年

備考

有　　・　　無

備考

年間取扱金額

自動選別機、グレーディングマシーン等の機械・設備

加工坪数

製材品購入量

年 　次 前々年 前年

木

材

卸

売

年　　次 前々年

備考

工場の従業員数

納品先

チップ生産量　　

工場の従業員数

チ

ッ

プ

年　　次 前々年 前年

プ

レ

カ

ッ

ト

年　　次 前々年 前年

製
材
・
集
成
材

年　　次 前々年 前年 主な製品

15,000 構造材・羽柄材・造作材・ラミナ

　 うち国産材丸太（原板）消費量 9,600

　 うち国産材ラミナ消費量

9,500

工場の従業員数 28

丸太（原板）消費量

製材生産量

集成材製品生産量

令和４

（付表）

　名称（屋号）　 農林製材株式会社

素

材

生

産

年　　次 前々年 前年 備考

現場従業員数

請負生産量　　　　　　　　　

購入立木からの生産量　　



2 　経営における取り組みの状況

　経営の全容を把握している者： １名（代表者のみ）　・　２名以上

件

5 名

主な資格（具体的に）

3  品質管理への取り組み

　品質管理に関する認証取得・取り組み

有

）

無

4　補助事業、法定計画等の有無

　補助事業等

　法定計画の有無等

）

　※上記の内容について、該当するものがあれば右チェック欄に☑をお願いします。

5  特記事項

業務、森林、林業（普及啓発に係る資格を含む）に関係する資格の取得者数

　※　　保証申込者の特色や商品差別化への取り組み等について記入してください。

(記載例)
・当社の取扱製品は幅広く、顧客からの注文に柔軟な対応が可能であり、商品知名度も向上中。
・中でも〇〇については製造可能な業者が減少しており、取引先との価格交渉の結果、〇月より値上げ
が決定。

木材加工用機械作業主任者、木材乾燥士、危険物取扱者

（エ）その他、保証を受ける事業者が林政の推進に密接に関連する取り組みを行っている

　　　　（具体的に

（イ）本件資金が次に掲げる設備資金である　（該当するものに○を付けて下さい）

　　　林業・木材産業改善資金、都道府県による林業・木材産業関係の制度資金、補助金の

　　　残額についての貸付資金

（ウ）保証を受ける事業者が次の計画の認定を受けている　（該当するものに○を付けて下さい）

　　　合理化計画、林業経営改善計画、林業・木材産業改善資金助成法に基づく林業・木材

　　　産業の改善措置に関する計画、林業労働力の確保の促進に関する法律に基づく計画、

　　　森林法に基づく森林経営計画、木材の安定供給の確保に関する特別措置法に基づく

　　　木材安定供給確保事業に関する計画、その他林政の推進に関する法定計画

（ア）本件資金が次に掲げる資金である　（該当するものに○を付けて下さい）

　（１）合理化計画の達成に必要な資金、林業経営改善計画の達成に必要な資金、 都道府

　　　県による林業・木材産業関係の制度資金

　（２）補助金、（株）日本政策金融公庫資金、制度資金（（イ）参照）により整備・導入 した施

　　　設・機械についての運転資金

　資格の取得状況

（JAS、AQ、機械等級、ISO、CoC、森林認証、地域材認証、チップ品質規格マーク、

　独自基準制定、会員の品質向上を目指した取り組みを行っている組織加入、

　県や市町村等が主催する研修の受講、その他

1　労災発生状況（最近３年間の合計）


